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米国の特許活動が全体的に鈍化傾向にあるにもかかわらず、 

アジア太平洋地域の企業は、米国における特許活動を拡大化している 
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１. はじめに 

世界規模の特許制度の米国による支配が徐々に崩壊しつつあると言われています。アンチ・パ

テント（anti-patentee）と思われる法改正と、IPに懐疑的な環境とが組み合わされ、特許に依

存するビジネスと投資とが、一般的に、ますます米国からヨーロッパ等の市場へ向かいつつあり

ます。これは、特許に依存するビジネスと投資とがヨーロッパ等の市場に向かうことによって、

近い将来、資産を維持し、または、資産の価値を高めることができると考えるからであると言わ

れています。 

 

上記事情にはありますが、米国の特許活動が全体的に鈍化しているにもかかわらず、アジアの

企業は、依然として、US資産を頼りにしているという最近の調査結果があります。これによれ

ば、アジア太平洋地域の主要なハイテック企業の動向は、必ずしも上記のように、特許に依存す

るビジネスと投資とがヨーロッパ等の市場に向かうというわけではないようです。 

 

 このことについて、以下に、説明します。 
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